第５２回　京都句会 ＭＥＭＯ　　　　　　　　　　  2017/7/04（火）
吟行地 曼殊院
句会場 キャンパスプラザ 京都
１０:５０～１２:２０
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〔指導〕  河原地 英武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔参加者〕　　 　　８名
昨日からの天気予報によると台風３号が接近中でした。予定していた吟行先は曼殊院でしたが、そのために、またの機会ということになりました。その分、今日は始める時間を早めて、定例句会・兼題での句会でじっくりと学びました。
私が帰宅した４時前には、強い雨が降り出しましたが、しばらくして弱まりました。遠方から参加いただきました方々が無事に帰宅されますことを願いつつ書いております。
【 定例句会 】
河原地さんの選句
仕舞湯の窓に張りつくやせ守宮　　　　惠光　

暑き日や縫ひ針で突く指の腹　　　　　哲半
噴水やベンチで眠るコック服　　　　　哲半
校庭に砂丘の段差楠若葉　　　　　　　秋麦

【特選】コペンハーゲンチボリ公園
玉乗りの猿欠伸する白夜かな　　　　　万里子
仕舞湯の窓に張りつくやせ守宮　この句は、場所の設定がお風呂だからいいと思いました。そうでなかったら・・・　採らない。「やせ守宮」の「やせ」が、否応なくお風呂に浸かっている作者を思わせるんですよ。作者を知っていて言っているのではありませんよ。上手いと思いました。（英武）
私は、「仕舞湯」という言葉に、作者のつつましい暮らしぶりをイメージしつつ、同時に、若い世代には死語ともいえる時間のあり方のように感じました。スマホを片時も離さない人が多いなか、守宮を見て、何かしらに想いを馳せている様子は詩的です。句会で“やせ守宮”は、作者の心情を投影したものに感じると言いたかったのですが、やせた守宮が作者そのものといったようになってしまい、笑いの渦に・・・　上手く言えませんが、再度コメントを書きました。（哲半）
暑き日や縫ひ針で突く指の腹　「暑き日や」この季語の使い方を私は、初めて見ましたし、そこが斬新だと思いました。これはチクチク痛い方ではなく、針の尻の方ですよね。とても細かく観察している写生ではないでしょうか。もしかしたら、畳針でもよかったのではといったイメージでもありますし、いずれにしましても、普通の主婦の句というより仕事の句というように感じました。そうでなかったら、普通<暑し>という季語はもってこないかと思ったのです。生活といいますか、一種の社会性俳句といえますでしょうか。（英武）
それで、実際がどうだったのかを言う必要はないとも思いますが・・・　女性の句と思って頂いたという方が多かったので書き添えますと、店で使うのにタオルを折って布巾を縫っていました。刺した痛さです。縫い目は無茶苦茶ですが、それぐらいのことは男でもします。「暑き日や」と言ったのは、河原地さんがコメントされているように、仕事でしているという思いからだったと思い返しています。（哲半）
噴水やベンチで眠るコック服　何といってもスタイリッシュでお洒落ですよね。ＮＨＫの朝ドラではありませんが、噴水を持ってきたことで絵になっていると思います。
校庭に砂丘の段差楠若葉　インパクトと言いましょうか、まず、校庭に砂丘があるってどこなんだろうかと思いました。「ちょっと帰ってきたのですが、街が、海岸砂丘の上にあるんですよ」（秋麦）
コペンハーゲンチボリ公園
玉乗りの猿欠伸する白夜かな　これは、前書きいらないんじゃないでしょうか。白夜といえば、ロシアとか北方の国に決まっていますのでね。もちろん、これは曲芸の場面ですが、とってもお洒落です。白夜ということで、まず、類句もみられないでしょう。
＊＊＊＊＊＊＊

花嫁を迎ふる朝薔薇咲けり　澄み切った朝が広がり、イメージする情景に色彩感、香りまでもが浮かんでくる一句。が第一印象でした。鑑賞はそこまででよかったのですが・・・　たとえば、姑さんが切り花で手渡してくれた薔薇にはしっかりと棘があって・・・ 今後の人生の大変さを、いや実は、嫁姑問題の前触れなのかもというコメントをしました。つまらないドラマの見過ぎかと反省しております。しかしながら、薔薇の棘は一句の隠し味にはなっていると思いました。（哲半）
結界の洞にしたたる音清し　季語<滴り>の用い方に疑問というコメントがありました。一般動詞として使われているので、季語という感じがしないということでした。滴りの句を当たってみますと、「滴りぬ」と切れているとか、繋がるとしても「滴りて」などという句が多く見られましたので、<滴り>で詠むのが基本ということでしょうか？（哲半）
薬草の匂ふ小路や夏の星　私は、「小路」というこのタイトな感じが匂いを立たせるように感じました。そして、広々とした世界を浮かべる季語がとても魅力的に思えました。頭のなかで言い換えてみて、薬草の匂ふ大路や夏の星 では、作者の表現したかった世界から離れると思いましたが、いかがでしょうか。（哲半）
湖隔て茜空背に比良の山　茜空は季語でいいですか？ という質問がありました。「初茜空」や「春茜」という形なら季語としてあるようですが、茜空だけでは季語にならないのではないでしょうか？　（哲半）
姉ばかり目で追ふ嬰や梅雨篭　中七をどう読むか？「目で追ふややや」なら「や」の連続が気になるという話になったところ、作者は「目で追ふえいや」とのことでした。
私も以前の披講で、嬰を「えい」と読みましたが、「やや」と読むようにアドバイスを受けました。ただ、「やや」という読みは辞書に載っていないのが悩ましいです。
巡視船のマストすりぬく夏燕　中七ですが、語法的には合っていて良いと思いましたが・・・　ここは「すりぬけ」かな（英武）
二番館址に十薬咲き満てり　二番館は封切りの次に見せる映画館のことでしたが、思いのほか通じなかったのが残念。というよりも話が広がって楽しかったです。「神戸三番館とかあるでしょ。そんな感じの街のことかな～と思ってました。」「えーと、何やったかな・・・そうそう、二番館夕霧楼ってあったやん」「そうそう、あった、あった！！」　という盛り上がりでしたが・・・　
私が今調べている感触では・・・　それは、水上勉の小説で五番町夕霧楼でございます。チャンチャン
戦後てふ戦前なるか蛍とぶ　意味の深い句と感じました。観念的というご意見がある一方で、下五で上手く観念的なところが抑えられているといったご意見もありました。（哲半）
＊＊＊＊＊＊＊

＜ 今日の一句 ＞

花嫁を迎ふる朝薔薇咲けり　　　　　悦枝

走り梅雨人型しるき血天井　　　　　英子

仕舞湯の窓に張りつくやせ守宮　　　惠光

包丁に錆うすうすと梅雨旱　　　　　俊雄
コペンハーゲンチボリ公園
玉乗りの猿欠伸する白夜かな　　　　万里子

乾杯のジョッキに溶ける大夕焼　　　忽布

校庭に砂丘の段差楠若葉　　　　　　秋麦

戦後てふ戦前なるか蛍とぶ　　　　　徒歩

暑き日や縫ひ針で突く指の腹　　　　哲半

剥落の白き楼門青葉風　　　　　　　佳子

ハンバーグ分け合ふ二人夏の月　　  英武

句会ＭＥＭＯの句は、ネット上にアップされています。毎月、作者にお断りしておりませんので、他に投句するつもりでおられる方など、ご都合の悪い方は、勝手言いますがメールにてお知らせください。早急の削除ということで対応させていただきます。
ご意見等がありましたら、よろしくお願いいたします。　ぺこり
